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7月号 

梅雨晴れの空を映す水鏡 

ほのかに漂う夏の風 

雨上がりの道を 

手をつないで歩いてみる 

水面に写った君が笑っていたから 

つられて笑ってみせる 

揺らめくすきまに 

幸せの文字がみえる 

「指定ごみ袋制」を９月から実施 ……………………… Ｐ２ 
６月議会…………………………………………………… Ｐ３ 
職員採用試験……………………………………………… Ｐ４ 
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人　口 32,886人 （－5） 

　男　 15,813人 （－1） 

　女 17,073人 （－4） 

世帯数 11,709戸 （+21） 

15歳未満 5,413人 （－9） 

65歳以上 4,744人 （+14） 

平均年齢 39.73歳 

 

今月の主な記事 
平成19年６月末現在（　）内は前月比 

雨上がりの正法寺川公園を散歩する親子 

８月号の表紙のテーマは「夏」です 

テーマに合う写真や詩を送ってください。 

提出先　〒771－1292　藍住町奥野字矢上前52番地１ 
　　　　藍住町企画調整課　広報表紙募集　係 
　　　　Ｅメール　aizumi@town.aizumi.tokushima.jp 
応募締切　７月31日（火） 
＊応募規定等詳細については、ホームページをご覧ください。 
 問 企画調整課（蕁637・3124） 
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町指定ご
み袋 

空き缶 

氏　名 

町指定ごみ袋 

燃やせるごみ 

氏　名 

「指定ごみ袋制」を９月から実施します 「指定ごみ袋制」を９月から実施します 
町では平成19年９月から「指定ごみ袋制」を実施します。 

町民の皆さんに町が指定するごみ袋を買っていただくことにより 

ごみ処理の費用の一部を負担してもらう制度です。 

リサイクルや分別に努めるほど、ごみ袋の使用枚数が少なくなり 

ごみの減量化が進み、費用負担の不公平感も解消されると考えています。 

制度のあらまし 

(1) 指定ごみ袋の種類 

　町で指定するごみ袋の種類については、「燃やせるごみ」・「金属・ガラス陶器類専用（燃

やせないごみ）」・「空き缶専用」・「空きビン専用」・「廃プラスチック類」・「事業所用」

の６種類のごみ袋です。 

 

　＊分別方法・収集日の変更はありません。 

　＊ペットボトルは拠点回収で今までどおり回収します。 
 

(2) 販売価格 

　　販売単位は10枚１セットとし、販売価格は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 指定袋取扱店 

　　取扱店が決まり次第、広報・ガイドブック等でお知らせする予定です。 

町職員が、７月下旬から８月中旬の間に各ご家庭に 

試供品の配付と説明のため、お伺いする予定です。 

皆さんのご協力とご理解をお願いします。 

「指定ごみ袋制」を９月から実施します 

販売価格１セット当たり枚数サイズ　種　　類　　　　（袋色）

３５０円１０ 枚大 ４５ ㍑

燃やせるごみ　　（ピンク） ２５０円１０ 枚中 ３０ ㍑

１５０円１０ 枚小 １５ ㍑

２５０円１０ 枚中 ３０ ㍑
金属・ガラス陶器類専用

（燃やせないごみ）（青色）

２５０円１０ 枚中 ３０ ㍑空きビン専用　　　（白色）

３５０円１０ 枚大 ４５ ㍑
空き缶専用　　　　（黄色）

２５０円１０ 枚中 ３０ ㍑

３５０円１０ 枚大 ４５ ㍑廃プラスチック類

　　　　　　　（オレンジ） ２５０円１０ 枚中 ３０ ㍑

４５０円１０ 枚大 ９０ ㍑
事業所用　　　　　（紫色）

３５０円１０ 枚中 ４５ ㍑

●問    生活環境課（� ６３７・３１１６）
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　平成19年第２回議会定例会

は、６月11日に開会し、町長

提案の６議案と議員提案の６

議案を原案どおり可決し、請

願１件及び諮問１件を審議し、

21日に閉会しました。

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会６月議会
　
　

日　
　

上
程
議
案
等

◆
藍
住
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
専
決
処
分
に
対
す
る
承
認
（
地
方
税
法

の
一
部
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
）

◆
藍
住
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
に
対
す
る
承

認
（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
条
例

改
正
・
国
民
健
康
保
険
税
の
限
度
額
の
引

き
上
げ
）

◆
藍
住
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
専
決
処
分
に
対
す
る
承
認

（
屋
外
広
告
物
の
表
示
許
可
等
に
係
る
事

務
が
移
管
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
手
数
料
徴

収
条
例
の
改
正
）

◆
平
成　

年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予
算

18

の
専
決
処
分
に
対
す
る
承
認
（
３
月
末
に

お
い
て
歳
入
歳
出
を
３
千
６
百
万
円
減
額

し
、
予
算
の
総
額
を　

億
円
と
す
る
）

77

◆
平
成　

年
度
藍
住
町
一
般
会
計
繰
越
明
許

18

費
繰
越
計
算
書
の
報
告

◆
平
成　

年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
介
護
保

18

険
事
業
）
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
◆
平
成　

年
度
藍
住
町
特
別
会
計
（
下
水
道

18

事
業
）
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

（
以
上
町
長
提
案
）

　
　

日　
　

一
般
質
問

　

小
川
幸
英
議
員
、
永
浜
茂
樹
議
員
、
喜
田

敏
夫
議
員
、
林
茂
議
員
、
西
岡
恵
子
議
員
の

５
氏
が
登
壇
、
行
政
全
般
に
関
す
る
質
問
を

行
い
ま
し
た
。（
一
般
質
問
の
内
容
は
８
月

発
行
予
定
の
「
議
会
だ
よ
り
」
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。）

　
　

日　
　

上
程
議
案
等

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
選
任
の

同
意
（
岡
田
弘
氏
を
再
任
）

◆
奥
野
矢
上
前
第
四
分
区
公
共
下
水
道
管
渠

布
設
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
（
以
上
町

長
提
案
）

◆
藍
住
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
条
例

改
正
）

◆
藍
住
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正
（
地

方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
規
則
の
改

正
）

◆
議
員
派
遣
の
件
（
議
会
議
員
の
各
種
行
事

へ
の
参
加
承
認
）

◆
藍
住
町
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正
（
次
期
改
選
時
か
ら
議
員
定

数
を　

人
と
す
る
改
正
）

16

◆
藍
住
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
の
制
定

（
議
会
議
員
の
政
治
倫
理
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定
）

◆
藍
住
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
施
行
規

則
の
制
定
（
政
治
倫
理
条
例
の
施
行
に
伴

う
規
則
の
制
定
）

◆
町
道
路
と
隣
接
排
水
路
の
修
復
の
請
願

（
不
採
択
）（
以
上
議
員
提
案
）

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
（
町
長
か

ら
の
諮
問
）

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

再
任　

岡
田　

弘
氏　
　

歳　

東
中
富　

69

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

任
期
は
、
平
成　

年
７
月
１
日
〜
平
成　

19

22

年
６
月　

日
30

　

お
詫
び
と
訂
正

　

６
月　

日
か
ら
配
布
さ
せ
て
い
た
だ

12

き
ま
し
た
藍
住
町
洪
水
避
難
地
図
（
裏

面
）
医
療
機
関
名
一
覧
表
で
、
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
・
オ
ク
ム
ラ
様
の
所
在
地
に

誤
り
が
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
、
奥
野
字
長
江
口　

―
７

70 

で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

11

15

21
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小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を
使
用
さ
れ
て
い
る
皆
さ

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を
使
用
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ  

〜
経
済
産
業
省
か
ら
の
お
願
い
〜

〜
経
済
産
業
省
か
ら
の
お
願
い
〜 

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を
使
用
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ  

〜
経
済
産
業
省
か
ら
の
お
願
い
〜 

　

あ
な
た
の
年
金
記
録
を
も
う
一
度

　

チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
く
だ
さ
い

被
保
険
者
・
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

　

年
金
記
録
は
次
の
方
法
で

　

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

○
社
会
保
険
事
務
所
の
専
用
窓
口

○
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

０
１
２
０
―
６
５
７
８
３
０

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談
案
内

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.s
i
a
.g
o
.j
p

　

年
金
記
録
相
談
臨
時
窓
口
の
設
置

日
時　

７
月　

日
（
火
）

17

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時　

分

10

30

場
所　

役
場
１
階
住
民
相
談
室

○
年
金
記
録
の
確
認
時
に
必
要
な
も
の

・
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
記
録

　

働
き
始
め
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
勤

務
先
・
勤
務
地
・
勤
務
期
間
な
ど
「
職
歴
」

の
わ
か
る
メ
モ
な
ど

・
国
民
年
金
の
納
付
記
録
・
納
付
期
間
・
納

付
当
時
の
住
所
の
わ
か
る
メ
モ
な
ど

○
年
金
相
談
時
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
）・
年

金
証
書
・
運
転
免
許
証
な
ど
、
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の

※
代
理
の
方
が
来
ら
れ
る
場
合
は
、
本
人
か

ら
の
委
任
状
と
代
理
人
本
人
の
確
認
が
で

き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
が
必
要

で
す
。

●問
 
 
徳
島
北
社
会
保
険
事
務
局

　
　
　

（
�
６
５
２
・
２
８
０
０
）

◆
必
ず
換
気
を
し
て
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
に

よ
る
死
亡
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◆
最
近
、
換
気
不
良
が
原
因
で
、
小
型
ガ
ス

瞬
間
湯
沸
器
で
の
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
よ

る
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

◆
閉
め
切
っ
た
４
畳
半
で
小
型
ガ
ス
瞬
間
湯

沸
器
を
燃
焼
す
る
と
、
約　

分
で
致
死
量

２０

の
一
酸
化
炭
素
が
部
屋
に
充
満
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

◆
一
酸
化
炭
素
は
無
色
無
臭
で
す
。
頭
痛
や

吐
き
気
で
異
変
に
気
づ
い
た
時
に
は
、
手

足
が
し
び
れ
て
動
け
ず
、
手
遅
れ
に
な
っ

て
死
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
必
ず
換
気
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
期
限
は
、
７
月　

日
で
す
。

２５

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま

で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

●問
 
 
税
務
課
（
�
6
3
7
・
３
１
１
7
）

　

７
月
は

　
　

固
定
資
産
税（
１
期
）

　
　
　
　
　
　

の
納
付
月
で
す
。

◇
採
用
予
定
職
種

【
一
般
事
務
】

　

昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月

54

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

◇
採
用
予
定
数　
　

２
人
程
度

◇
試
験
日
・
場
所

　

第
１
次
試
験　

９
月　

日
（
日
）

16

　
　
　
　
　
　
　

徳
島
大
学
工
学
部

　

第
２
次
試
験　
　

月
中
旬
（
予
定
）

11

　
　
　
　
　
　
　

藍
住
町
役
場
（
予
定
）

◇
受
験
手
続

１　

申
込
用
紙
お
よ
び
受
験
案
内
の
配
布

　

申
込
用
紙
お
よ
び
受
験
案
内
は
７
月　

日
１７

（
火
）か
ら
配
布
し
ま
す
。

①
来
庁
に
よ
る
請
求　

　

藍
住
町
役
場
総
務
課
（
町
合
同
庁
舎
３
階
）

で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

②
郵
便
に
よ
る
請
求

　

郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に

「
職
員
試
験
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
宛
先

を
明
記
の
う
え
、　

円
切
手
を
貼
っ
た
返

120

信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

２　

受
付
期
間

①
来
庁
に
よ
る
申
し
込
み

　

７
月　

日（
月
）
〜
８
月
６
日（
月
）

23

　

（
た
だ
し
、
土
日
を
除
く
午
前
８
時　
30

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

②
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み

　

８
月
６
日
ま
で
の
消
印
有
効

※
受
付
期
間
経
過
後
の
申
し
込
み
は
一
切
受
付
し

ま
せ
ん
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●問
 
  
総
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
１
）

職　

員　

採　

用　

試　

験

平
成　

年
度
採
用
予
定
の
藍
住
町
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

20
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戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業 

『
あ
な
た
の
大
切
な
人
を
救
う
た
め
に
』 

　
　
　
　
　
あ
な
た
も
お
ぼ
え
て
く
だ
さ
い
！ 

普
通
救
命
講
習
会
開
催 

 

　

８
月
１
日
か
ら
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療

費
受
給
者
証
（
受
給
者
認
定
書
）
が
新
し
く

な
り
ま
す
。

　

現
在
、
受
給
資
格
を
お
持
ち
の
方
で
、
８

月
か
ら
受
給
対
象
と
認
定
さ
れ
る
方
に
は
、

新
し
い
受
給
者
証
等
を
交
付
し
ま
す
が
、
身

体
障
害
者
手
帳
２
級
を
お
持
ち
の
方
で
、
医

師
・
民
生
委
員
の
証
明
が
必
要
な
方
に
は
、

例
年
ど
お
り
証
明
書
の
様
式
を
送
付
し
ま
す

の
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

ま
た
、
次
に

該
当
す
る
方
で
受
給
者
の
認
定
を
受
け
て
い

な
い
方
（
た
だ
し
、
所
得
額
の
制
限
が
あ
り

ま
す
）
は
、
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１ 
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
を

お
持
ち
の
方

２ 
療
育
手
帳
「
Ａ
」
を
お
持
ち
の
方

３ 
知
的
障
害
（
自
閉
症
を
含
む
）
に
よ
る
特

別
児
童
扶
養
手
当
１
級
の
対
象
児 

４ 
身
体
障
害
者
手
帳
３
・
４
級
を
お
持
ち
で

か
つ
療
育
手
帳
「
Ｂ
１
」
の
方

５ 
母
子
家
庭
の
児
童
（　

歳
の
年
度
末
ま

１８

で
）
お
よ
び
そ
の
母

６ 
父
母
が
い
な
い
児
童
（　

歳
の
年
度
末
ま

１８

で
）

●問
 
 
福
祉
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
４
）

重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
受
給
者
証
等
の
更
新（
交
付
）・
申
請

　

こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
父
を
な
く
し

た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
の
戦

没
し
た
旧
戦
地
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う

と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
並

び
に
補
助
を
う
け
実
施
し
て
お
り
、
一
律  

　

万
円（
沖
縄
は
５
万
円
）で
参
加
で
き
ま
す
。

10本
年
度
実
施
地
域

９
月　

マ
リ
ア
ナ
諸
島

　

月　

ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
フ
ィ
リ

10

ピ
ン
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
パ
ラ
オ
諸

島

　

月　

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

11

ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

　

月　

沖
縄

12１
月　

台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・

ギ
ル
バ
ー
諸
島

●問
 
 
（
財
）
徳
島
県
遺
族
会

（
�
６
５
２
・
７
６
５
３
）

　

こ
の
度
、
応
急
手
当
の
方
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
応
急
手
当
は
、
①
心
肺
蘇
生
開
始
の
判
断
と
手
順

②
人
工
呼
吸
の
吹
き
込
み
時
間  
③
胸
骨
圧
迫
（
従
来
の
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
）
と
人
工
呼
吸
の
比
率  
④
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
電
気

シ
ョ
ッ
ク
後
の
対
応
な
ど
が
主
な
変
更
点
と
な
っ
て
お
り
、

従
来
の
応
急
手
当
を
よ
り
効
果
的
な
方
法
へ
と
変
更
し
た
も

の
で
す
。（
従
来
の
手
順
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。）

　

新
し
い
心
肺
蘇
生
法
は
全
体
的
に
簡
素
化
さ
れ
、
誰
に
で

も
簡
単
に
実
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
回
の
講
習
修
了
後
、
２
年
か
ら
３
年
経
過
さ
れ
て
い
る

方
、
ま
た
救
命
講
習
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
こ
れ
を
機
会
に
救
命
講
習
を
受
講
し
、
新
た

な
応
急
手
当
の
方
法
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
署
で
は
少
し
で
も
多
く
の
方
を
救
命
す
る
た
め
に
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。　

講
習
内
容　

①
呼
吸
や
脈
拍
が
触
れ
な
く
な
っ
た
傷
病
者
に
対

し
て
行
う
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
も
含
む

②
大
出
血
時
の
止
血
法

講
習
時
間　

３
時
間

講
習
日
時　

８
月　

日
（
日
）　

午
後
１
時
〜
４
時

１９

講
習
場
所　

板
野
東
部
消
防
組
合
第
１
消
防
署　

　
　
　
　
　

北
島
町
北
村
字
大
開　

番
地
１

１１

定　
　

員　
　

人
（
先
着
順　

松
茂
、
北
島
、
藍
住
町
民
）

３０

　
　
　
　
　

申
込
者
が　

人
以
下
の
場
合
は
次
回
開
催
日
の
受

１０

講
と
な
り
ま
す
。

講
習
締
切　

講
習
日
の
一
週
間
前

受

講

料　
　

無
料

※　

事
業
所
、
町
内
会
、
各
種
グ
ル
ー
プ
等
で
、
参
加
人
員　

人
以
上
で
あ
れ
ば
随
時
受
付
し
ま

１０

す
。（
実
施
場
所
、
時
間
等
に
つ
い
て
も
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。）

※　

講
習
会
を
受
講
さ
れ
た
方
に
は
、
救
命
講
習
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

●申
 

・
●問
 
  
板
野
東
部
消
防
組
合
警
防
課（
�
６
９
８
・
９
９
０
３　

Ｆ
Ａ
Ⅹ
６
９
７
・
３
０
１
２
）

心　肺　蘇　生　法

自動体外式除細動器（ＡＥＤ）
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各
種
検
診
が

始
ま
り
ま
し
た

　

対
象
者
に
は
「
個
人
通
知
」
と

「
各
種
検
診
の
ご
案
内
」
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

６
月　

・　

日
の
２
日
間
、
小
学
４
年
生

１９

２６

を
対
象
に
、
生
活
環
境
課
職
員
が
講
師
と
な

り
、
ご
み
の
減
量
を
テ
ー
マ
に
し
た
出
前
授

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
ご
み
処
理
に
多
く
の
経
費
が
か

か
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
、
物
を
大
切
に

使
用
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
職
員
が
持
参
し
た
色
々
な
ご
み
を

児
童
に
ゲ
ー
ム
形
式
で
分
別
し
て
も
ら
い
、

楽
し
み
な
が
ら
正
し
い
分
別
方
法
を
学
び
ま

し
た
。

　

ご
み
の
減
量
化
は
、
処
理
費
用
の
抑
制
や

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
削
減
、
ま
た
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る

に
は
、
早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
で
す
。
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
町
を

美
し
く
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
も
身
近
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

第
８
回
危
険

業
務
従
事
者
叙

勲
で
、
本
町
か

ら
松
浦
竹
宏
氏

（
住
吉
）が
警
察

功
労
に
よ
り
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　

松
浦
氏
は
、
約　

年
間
に
わ
た
り
警
察
業

３７

務
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
受
章
に
つ

い
て
、「
同
僚
や
家
族
の
お
か
げ
で
受
章
で

き
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
変
光
栄
な

こ
と
で
す
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
仕
事

に
責
任
を
持
ち
続
け
た
、
真
面
目
な
人
柄
を

感
じ
ま
し
た
。

　

藍
住
町
で
は
、
６
月
１
日
か
ら
９
月　

日
３０

ま
で
、
エ
コ
ス
タ
イ
ル
実
施
期
間
と
し
、
夏

場
の
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

期
間
は
、
男
性
職
員
は
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、

ノ
ー
上
着
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
期
間
中
の
庁
舎
内
の
室
温
設
定
は

　

℃

と
な
っ
て

２８い
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力

と
ご
理
解
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま

す
。

松
浦
氏
が
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
を
受
章

町
内
小
学
生
も
ご
み
の
勉
強

　

守
ろ
う
� 

　
　
 
確
か
め
よ
う
�

　
　
　

こ
の
最
低
賃
金

　
  
平
成　

年　

月
１
日
発
効

１８

１０

　
　
  
徳
島
県
最
低
賃
金

　
　
　
　
  
時
間
額
６
１
７
円

　　
  
徳
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　
　
　
　
  
（
�
６
５
２
・
９
１
６
５
）

　

平
成　

年
度
に
予
定
し
て
い
る
公
共
下
水

２１

道
の
一
部
供
用
開
始
に
伴
い
、
受
益
者
負
担

金
や
使
用
料
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
、
学
識

経
験
者
、
受
益
者
代
表
を
含
む　

人
の
委
員

１４

で
構
成
さ
れ
る
審
議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

６
月　

日
、
町
合
同
庁
舎
に
お
い
て
第
１

２９

回
目
の
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
主
に
今
後
の

審
議
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
活
発
に
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
内
容
は
、
Ｈ
Ｐ
等
を
通
じ
て
順
次

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。 公

共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
等
審
議
会
が
始
ま
る

出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出

前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前

出

前
授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授

業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

授

業

エ
コ
ス
タ
イ
ル
実
施
期
間
中

ごみについての説明を真剣に聞く北小４年生
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藍住町スローガン 

え ん 罪 と 人 権  

～狭山現地調査から～ 

人権標語 
藍住南小学校児童作品 

誰
と
で
も
　
話
せ
る
ク
ラ
ス
　
最
高
じ
ょ 

５
年
　
佐
藤
　
裕
佳 

友
だ
ち
の
　
か
が
や
く
笑
顔
　
う
れ
し
い
な 

５
年
　
上
松
梨
紗
子 

や
め
よ
う
よ
　
い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
　
み
ん
な
の
力 

５
年
　
濱
田
希
良
々 

信
じ
あ
う
気
持
ち
で
　
つ
な
が
る
　
人
と
人 

６
年
　
日
浦
　
貴
文 

育
て
よ
う
　
み
ん
な
を
守
る
　
平
和
な
心 

６
年
　
佐
野
　
海
斗 

差
別
な
し
　
み
ん
な
で
む
す
ぼ
う
　
心
の
『
絆
』 

６
年
　
清
家
　
綾
野 

　５月２５日午後１０時，今年も埼玉県狭山市へ狭山事件の現地調査に出発

しました。市民，学生等１８名が，「人権を守る」「差別は許さない」とい

う思いを抱いて…。

　狭山市では，一雄さんと早智子さんが，いつもの通り暖かく迎えてく

れました。

　明らかになるえん罪

　最近の新聞やテレビで，鹿児島県での県議選挙における選挙違反事件

がえん罪（無実の人が罪に問われる）として報じられています。これは

有罪とする証拠がないにもかかわらず，警察の厳しい取り調べの中で作

り上げられた「自白」に基づいて起訴されているからです。

　狭山事件においても，同じように石川一雄さんを犯人と確定する証拠

がないにもかかわらず，一雄さんの「自白」に沿って起訴され，有罪と

されています。そして，狭山事件の背景には部落差別があるとされてい

ます。

　背景に部落差別

　石川一雄さんは，部落差別の結果，小学校へも行けず，読み書きも十

分にできませんでした。また，弁護士がどんな役割をするのかさえも知

りませんでした。そして，厳しい取り調べの中で，弁護士よりも毎日毎

日取り調べを受ける警察の「（やってもいないことを）やったと言えば１０

年で出してやる」（一雄さん談）という甘言を信じ，やってもいないこと

を「自白」をさせられてしまいます。

　数々の矛盾点

　実際に現地を歩いてみると様々な矛盾点がわかります。　＊時間的な

食い違い　＊祭りの日の賑やかな時

間に誘拐したというのに目撃者が一

人もいない。　＊物的証拠が何一つ

ない。　＊２回大規模な家宅捜査し

たのに何一つ証拠は出てこない。　

＊当時被差別部落に捜査が集中して

いる。…等々枚挙にいとまがないほ

ど矛盾点があります。

　人権の保障を

   石川一雄さんが無実を訴え，それを証明する証拠・証人が数多くあるに

もかかわらず，裁判所は一度も事実調べを行っていません。

　石川一雄さんは事実調べや証人調べを求め，公平な裁判を求めて全国

の人々に訴えています。国民の権利と人権保障の視点からも考えなけれ

ばならない問題だと思います。

差別問題を考える藍住の会　　　さかもと　えいじ

〔狭山事件の現地で説明を受ける〕
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第　

回 
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

３０

日　
　

時　

７
月　

日
（
日
）

29

　
　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら

会　
　

場　

体
育
セ
ン
タ
ー

種　
　

目　

　

１
部
・
２
部　

男
・
女　

シ
ン
グ
ル
ス

　
　

（
自
己
申
告
に
よ
る
）

　

３
部　

男
・
女　

シ
ン
グ
ル
ス

（
競
技
開
始
１
年
未
満
も
し
く
は
小
学

３
年
生
以
下
）

参
加
規
定　

町
内
在
住
者
ま
た
は
、
町
内
事

業
所
に
勤
務
す
る
者

参

加

料 
 

　

一
人　

一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
円

　
　
　
　

小
学
生　

３
０
０
円

申
込
期
限  
７
月　

日
（
金
）

20

＊　

事
故
等
に
つ
い
て
の
責
任
は
負
え
ま
せ

ん
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

シ
ャ
ト
ル
は
、
大
会
本
部
で
用
意
し
ま
す
。

●申
 

・
●問
 
  
教
育
委
員
会
体
育
係　

　

（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

 

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
＆

　
　
　
　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
　の

び
の
び
〜
と

　

ス
ト
レ
ッ
チ
で

　
　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
♪

日　

時　

７
月　

日
（
月
）

23

　
　
　
　

午
後
７
時　

分
〜
９
時

30

場　

所　

体
育
セ
ン
タ
ー

内　

容　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
・
囲
碁
ボ
ー
ル
・

グ
リ
ー
ン
ソ
フ
ト

参
加
費　

無
料

＊
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し

め
ま
す
。

＊
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

主　

催　

町
体
育
指
導
委
員
会
・
教
育
委
員
会

●問
 
  
教
育
委
員
会
（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

ひ
ま
わ
り
元
気
教
室

　
　

（
小
・
中
学
生
栄
養
料
理
教
室
）

　

長
い
夏
休
み
。
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
参

加
し
て
、
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

７
月　

日（
水
）

25

　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
１
時

30

場　

所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
２
階
）

対　

象　

町
内
の
小
学
４
年
生
以
上

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

30

参
加
費　

無
料

準
備
す
る
も
の

　
　
　
　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、　

タ
オ
ル

申
込
期
間　

７
月　

日（
火
）
〜　

日（
金
）

17

20

主　

催　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
健
康
づ

く
り
の
会
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」
栄
養
部

●申
 

・
●問
 
 
保
健
セ
ン
タ
ー（
�
6
9
2
・
8
6
5
8
）

普
通
救
命
講
習
会

　

人
工
呼
吸
な
ど
の
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
取
り
扱
い
を
含
む
）
や
大
出
血
し
た
時
の

止
血
法
な
ど
の
普
通
救
命
講
習
会
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。
受
講
さ
れ
た
方
に
は
、
修

了
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

日　

時　

８
月　

日（
火
）

28

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場　

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

30

講　

師　

板
野
東
部
消
防
署　

救
急
救
命
士

み
ん
な
で
歩
こ
う
会

健
康
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
か
？

健
康
に
は
歩
く
こ
と
が
一
番
で
す

こ
れ
か
ら
歩
こ
う
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た

肥
満
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

予
備
軍
の
あ
な
た

一
緒
に
歩
く
仲
間
が

ほ
し
い
あ
な
た

楽
し
い
こ
と
が

好
き
な
あ
な
た

一
緒
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か

誰
で
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
（
小
学
生
は
保

護
者
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

日　
　

時　

７
月　

日（
日
）

15

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

10

集
合
場
所　

み
ど
り
の
広
場
管
理
棟
前

コ

ー

ス　

み
ど
り
の
広
場
↓
バ
ラ
園
↓
正

法
寺
↓
春
日
神
社
↓
山
根
眼
科
↓
み
ど
り

の
広
場

＊
６
キ
ロ
の
史
跡
探
訪
コ
ー
ス
で
す

参

加

費　

無
料

対

象

者　

６
キ
ロ
程
度
完
歩
で
き
る
方

（
ク
ラ
ブ
会
員
で
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
）

※
毎
月
第
３
日
曜
日
に
歩
い
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●問
 
 
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

　
　
　

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）
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申
込
期
間　

７
月　

日（
月
）
〜　

日（
金
）

17

27

主　

催　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　

健
康
づ
く
り
の
会

　
　
　
　

「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」
研
修
部 

●申
 
 
保
健
セ
ン
タ
ー
（
�
6
9
2
・
8
6
5
8
）

手
作
り
ピ
ザ
に
親
子
で
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か

日　

時　

７
月　

日（
月
）

30

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

場　

所　

場　

所　

勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

対　

象　

小
学
生
以
上
の
子
ど
も
と
保
護
者

定　

員　
　

組
（
申
込
順
）

１０

※
初
め
て
の
参
加
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

※
小
さ
い
お
子
様
を
連
れ
て
の
参
加
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の　

　
　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
タ
オ
ル

申
込
期
間　

７
月　

日（
火
）
〜　

日（
金
）

１７

２０

主　

催　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　

「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」
生
活
環
境
部

●申
 

・
●問
 
 
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
6
9
2
・
8
6
5
8
）

花
で
歓
迎  
国
文
祭

　

花
友
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
の
約
１
時
間
程
度
、

花
の
手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
秋
に
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
に
参

加
さ
れ
る
方
々
を
、
藍
の
花
や
ひ
ま
わ
り
の

花
で
迎
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

一
緒
に
活
動
で

き
る
方
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

○
年
会
費
（
５
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

●問
 
  
教
育
委
員
会
（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

朝
食
に
関
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

　

徳
島
保
健
所
で
は
家
族
で
生
活
習
慣
を
考

え
る
機
会
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
管
内
の

小
中
学
生
か
ら
�
朝
食
�
に
焦
点
を
当
て
て

「
図
画
」「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」作
品
を
募
集
し
ま
す
。

内　

容

・
各
家
庭
で
の
朝
食
の
様
子
が
現
れ
て
い
る

も
の

・
朝
食
作
り
の
お
手
伝
い
や
家
族
の
役
割
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の

＊
募
集
要
項
は
各
小
中
学
校
ま
た
は
徳
島
保

健
所
に
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間　

９
月
３
日（
月
）
〜　

日（
月
）

10

提

出

先

　

お
子
さ
ん
が
所
属
す
る
小
中
学
校

●問
 
 
徳
島
保
健
所
健
康
対
策
係

　
　
　
　
　
　

（
�
６
５
２
・
５
１
５
１
）

野
菜
ア
イ
デ
ア
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

　

野
菜
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
日
常
の
食

卓
に
手
軽
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
野
菜
ア
イ
デ

ア
料
理
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

町
内
の
小
学
生
以
上

応
募
方
法　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
い
る

応
募
用
紙
（
７
月　

日
（
火
）
か
ら
配

１７

布
）
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

９
月
４
日（
火
）
必
着

応

募

先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

（
�
6
9
2
・
8
6
5
8
）

※
優
秀
作
品
は
、
福
祉
・
健
康
づ
く
り
の
町

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
発
表
し
ま
す
。

※
小
・
中
学
生
は
夏
休
み
前
に
応
募
用
紙
を

配
布
し
ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
特
設
相
談
所

　

「
い
じ
め
」
や
体
罰
で
学
校
に
行
き
た
く
な

い
、
誰
か
に
相
談
し
た
い
…
…

そ
ん
な
悩
み
の
あ
る
子
が
い
た
ら
、
私
た
ち

人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
特
設
会
場

日　

時　

８
月　

日（
月
）

13

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

30

30

相  

談 

場　

所　

福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

（
�
６
９
２
・
６
２
２
２
）

○
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

徳
島
地
方
法
務
局

（
�
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０
）

　

月
曜
〜
金
曜　

午
前
８
時　

分
〜

30

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
５
時　

分
15

徳
島
こ
ど
も
救
急
電
話
相
談

　

受
診
し
た
方
が
良
い
の
か
、
様
子
を
み
て

も
大
丈
夫
な
の
か
、
看
護
師
や
小
児
科
医
が

電
話
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

相
談
番
号
（
�
局
番
な
し
の
＃
８
０
０
０
）

　

ま
た
は
（
�
６
２
１
・
２
３
６
５
）

相
談
日
時　

　

土
・
日
曜
、祝
日
、年
末
年
始（　

月　

日
〜

１２

２９

１
月
３
日
）　

午
後
６
時
〜　

時
１１

●問
 
  
県
保
健
福
祉
部
医
療
政
策
課

（
�
６
２
１
・
２
２
１
２
）

　

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

●
精
神
障
害
者
の
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
」

　
　

す
み
れ
・
あ
い
ず
み
作
業
所

　
　
　
　
　
　

（
�
6
9
3
・
0
0
3
2
）

●
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

保
健
セ
ン
タ
ー
（
�
6
9
2
・
8
6
5
8
）
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心配ごと相談所カレンダー 

15

22

29

16

23

30

17

24

18

25

19

26

20

27

21

28
一般相談 税金相談 

法律相談 交通相談 

日 月 火 水 木 金 土 

31

●場所　福祉センター１階相談室 

●こども相談（月曜日～金曜日　午前中） 

　　　　　　「富吉・東中富・奥野・徳命・西部・住吉・勝瑞」 

●保健相談（毎週月曜日）…「保健センター」 

●介護相談（随時受付）……「地域包括支援センター」 

●年金相談（随時受付）……「住民課」 

●時間　人権、行政相談は午後1時半～3時半、その他は午後1時～3時 

●相談センター専用電話（　６９２・６２２２） 

７
月
・
８
月
相
談
日
の
お
知
ら
せ 

5

12

19

26

6

13

20

27

 

14

28

7

21

1

8

15

22

29

2

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25
人権相談 税金相談 

行政相談 

法律相談 交通相談 

日 月 火 水 木 金 土 

第17回  平和のつどい 

NAGASAKI 1945
アンゼラスの鐘 
上　映　会 

○日　時 
７月21日（土） 
１回目　午前10時から 
２回目　午後２時から 
○場　所 
　藍住町町民会館 
○入場料　無料 
○共催　 
　藍住町・藍住町教 
　育委員会・藍住町 
　平和のつどい実行 
　委員会 

一般相談 

31
一般相談 

法律相談 
9

※
法
律
相
談
は
完
全
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

※
相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
。 

※やさしいライオン同時上映 

催
し
物
・
そ
の
他 

　
　
　
　

　
　
　

図
書
館
の
行
事

★
お
は
な
し
会

・
毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
か
ら  

★
あ
か
ち
ゃ
ん
の
読
み
き
か
せ
会  

・
毎
月
第
２
、
第
４
水
曜
日

　
 
７
月　

日（
水
）、
８
月
8
日（
水
） 

２５

　
  
午
前　

時　

分
か
ら

10

30

★
井
隈
読
書
会　

・
８
月
２
日（
木
）　

午
前　

時 
か
ら

10

　

〈 
８
月
の
課
題
図
書 
〉

　
　

「
海
市
」
福
永
武
彦
著

★ 
夏
休
み
お
た
の
し
み
会

　

影
あ
そ
び
劇　

　
　

イ
ソ
ポ
さ
ん
の
お
く
り
も
の

　

お
は
な
し
「
に
じ
の
会
」　

　
　

絵
本
『
た
ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん
』
ほ
か

○
日　

時　

７
月　

日（
日
）　

29

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時　

分
30

○
場　

所　

図
書
館
２
階

　
　
　
　
　

（
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

★ 
工
作
教
室
（
ガ
ラ
ク
タ
貯
金
箱
） 

○
日　

時　

８
月
５
日（
日
）　

　
　
　
　
　

午
後
２
時 
か
ら　

○
場　

所　

図
書
館
２
階

　
　
　
　
　

（
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

●
休
館
日

・
毎
週
月
曜
日   

・
７
月　

日（
月
）
海
の
日
の
振
替
休
日

16

　

…
…
７
月　

日（
火
）

17

・
図
書
整
理
日
…
…
… 
７
月　

日（
木
）

19

●問
 
 
図
書
館
（
� 
6
9
2
・
0
0
7
0
）

○ホームゲームご案内
　７月２５日（水） 19：00～ vs モンテディオ山形
　８月３日（金） 19：00～ vs アビスパ福岡
　８月１１日（土） 19：00～ vs ベガルタ仙台

■試合会場　ポカリスエットスタジアム

「
し
ゃ
べ
り
場
と
く
し
ま
」

明
日
町
民
シ
ア
タ
ー
で
開
催

　

知
事
と
一
緒
に
県
政
全
般
に
つ
い
て
、
意

見
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

板
野
郡
内
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
ど
な
た

で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

日　

時　

７
月　

日（
月
）午
後
３
時
〜
５
時

１６

場　

所　

藍
住
町
町
民
シ
ア
タ
ー（
役
場
４
階
）

＊
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●問
 
  
県
秘
書
課
広
報
広
聴
担
当

（
�
６
２
１
・
２
０
２
１
）

あ
い
ず
み
商
工
会
納
涼
祭

日
時　

７
月　

日
（
土
）

２８

　
　
　

午
後
４
時
か
ら

　
　
　

（
小
雨
決
行
・
雨
天
順
延
）

場
所　

緑
の
広
場

内
容　

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
・
芸
能
大
会
・

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
交
流
の
集
い
・

模
擬
店
ほ
か

＊
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
は
本
部
テ
ン
ト
で
午
後
３

時　

分
か
ら
配
布

３０
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いきいきサロンのご案内 藍住俳壇 

近  藤  紫  水　選 

風
鈴
に
　
和
し
て
別
院
　
琴
稽
古 

小
倉
　
規
沙 

分
校
の
　
今
年
限
り
や
　
花
楝 

佐
藤
　
幸
子 

昔
日
の
　
面
影
も
無
き
　
海
開
き 

実
松
　
　
博 

宙
返
り
　
上
手
に
飛
来
　
燕
発
つ 

石
川
　
恭
子 

初
蝉
の
　
声
唐
突
に
　
朝
厨 

佐
藤
　
一
子 

小
燕
の
　
元
気
に
育
ち
　
巣
に
余
る 

秋
月
　
秀
月 

高
速
道
　
今
ま
っ
し
ぐ
ら
　
麦
の
秋 

奥
村
　
文
子 

香
り
た
つ
　
青
葉
の
彩
を
　
風
に
の
せ 

山
本
　
義
子 

青
鷺
の
　
翔
ち
し
羽
音
を
　
残
し
け
り 

宮
本
よ
し
子 

傘
の
列
　
吸
い
込
む
駅
や
　
梅
雨
に
入
る 

近
藤
　
美
代 

加
　
章 

指
先
で
　
叩
き
西
瓜
の
　
音
を
買
う 

紫
　
　
　
水 

お
う
ぢ 

く
り
や 

さ
ぎ 

た 
（住　　所）（母）（父）（性別）（ふりがな）（子の氏名）

富吉字豊吉昌志美・新吾男（たいし）太志甘利

徳命字元村優美・芳夫女（ゆ　い）優依中川

富吉字豊吉京子・正嗣男（はやと）颯人 小礒

住吉字神蔵愛子・満男（ひかる）星輝大磯

勝瑞字正喜地静香・貴大男（しゅら）朱羅福永

東中富字鑓場傍示紀子・隆広女（は　な）羽奈乾

勝瑞字成長郁子・健男（しおん）幸音坂口

勝瑞字成長香吏・是幸 男（こうた）晄太 鈴江

奥野字乾宏佳・純平男（こうせい）航生森田

住吉字神蔵由紀子・貴幸女（あおい）葵富永

笠木字東野真紀・富成女（あおい）葵中村

矢上字北分由佳・真吾男（りょうや）諒哉溝杭

東中富字東傍示千里・優男（いくと）郁斗山花

東中富字権現傍示愛・寿英男（こうき）恒輝峰

東中富字長江傍示万理・強太男（は　く）珀久森岡

住吉字江端博子・義雄男（はると）遥斗 澤

矢上字江ノ口直子・真也女（ななか）菜々花林

住吉字千鳥ヶ浜貴子・憲司男（ゆうき）裕貴吉田

東中富字東傍示有加・市郎女（ひかり）光夏安藝

徳命字前須西明美・利彦女（り　お）理緒林

富吉字大向美奈・稔
女（あ　ん）杏佐藤

女（り　ん）鈴

地域の子どもは、
地域で守り育てましょう
　子どもは、私たちの宝です

　　藍住町青少年健全育成会議

　　藍住町民生児童委員協議会

　　板野西部青少年補導センター

（住　　所）（年　齢） （氏　名）

東中富字鑓場傍示歳６４近藤　修子

東中富字慶長歳７９佐野　健弘

笠木字西野歳８１梶　　政栄

勝瑞字西勝地歳７６中道　和夫

富吉字地神歳８２小原　要一

東中富字東安永歳８７佐野　サダコ

乙瀬字出来地歳81芝　　千代子

乙瀬字出来地歳58尾崎　進

地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チェックや健

康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地域老人憩の家で開催

しますので、お気軽にご参加ください。

内　　容場　　所時　　間曜日開催日

健康チェック
カラオケ
楽しく筋力アップ体操

徳命老人憩の家午後１時～３時水７月１８日

健康チェック
阿波踊り体操
和みの折り紙

東中富老人憩の家午後１時３０分～３時金７月２０日

健康チェック
阿波踊り体操
和みの折り紙

乙瀬老人憩の家午前９時３０分～１１時月７月２３日

健康チェック
救急法

奥野老人憩の家午後１時３０分～３時月７月２３日

健康チェック
健康食について

富吉老人憩の家午後１時３０分～３時月８月６日

健康チェック
転倒予防体操

東部老人憩の家午後１時３０分～３時月８月６日

健康チェック
水墨画

西部老人憩の家午後１時３０分～３時火８月７日

年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。

内容：健康チェック・（お話・体操・レクリエーション等）を行っています。

●問   社会福祉協議会 （� 692・9951）　保健センター（� 692・8658）
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たなもと耳鼻咽喉科 
　　　　クリニック 
TEL 088-683-3987（サンキューハナ） 

携帯電話 インターネットから順番予約 get1052@paa.jpへ空メール 

お盆休み  8月13日（月） 14日（火） 15日（水） 

診療科目：耳鼻咽喉科　アレルギー科　気管食道科 小児科 

　 診療時間 月　　火　　水　　木　　金　　土 

  8：45～12：00 ○　　○　　／　　○　　○　　○ 

14：30～18：30 ○　　○　　／　　○　　○　　／ 

こ
の
広
報
紙
は
古
紙
配
合
率
1
0
0
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

じ び いん こう か 

マルナカ成長店　南200m　エネオスはいる 

増田クリニック 
TEL：088－693－3020
藍住町役場東500m

●診療科目：内科・循環器科・心臓血管外科 

お盆期間中も通常どおり診療を行います。 

月 

○ 

○ 

火 

○ 

○ 

水 

○ 

○ 

木 

○ 

金 

○ 

○ 

土 

○ 

診療時間 

午前9：00～12：30 

午後2：30～ 6：30 5：30 
まで 

確　　　　　認　　　　　先

掲載ページ
AIテレビ
の掲載　

HPの掲載
担当課へのお問い合わせ

記　　事　　名
電話番号担　当　課

2ページ637・3116生活環境課指定ごみ袋制9月から実施

４ページ○○637・3111総 務 課藍 住 町 職 員 採 用 試 験

広報あいずみは、新聞折り込み・郵送でお届け

しています。

もし、ご近所で広報が届いていないお宅があ

りましたら企画調整課（�637・3124）まで

お知らせください。

広報あいずみ　 毎月15日新聞折り込みで

AIテレビ　　　１日６回（AIタウン情報）

町政だより　　 毎月第１木曜日徳島新聞に掲載

ホ－ムペ－ジ　URL  http://www.town.aizumi.tokushima.jp

　　　　　　E-mail  aizumi@town.aizumi.tokushima.jp

ま
ち
の
情
報
は


